
世界中のお客さまやパートナーと築いてきた信頼関係、グローバルマトリクス体制の強みを活かして形成された、6兆円を超える案件パイプラインを認識し、継続評価しています。
その中から、戦略性やリスク・リターンを含むさまざまな視点から経営が現場と共に厳選した案件のみ、実行に移します。

再現性ある価値創出プロセス　「創る」　─ 案件発掘・厳選 ─

世界中から案件が集まる仕組み（豊富なパイプライン群） 投資の厳選と実行
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多様なネットワークと事業基盤が、質の高い案件を継続的に創出 投資の厳選

案件規模に応じた意思決定

投資実績
（成長投資、事業維持費用を含む）

案件機会へのアクセス
世界中の現場から、

変化の兆しと顧客課題を捉える

・顧客・パートナーとの長年の信頼関係
・世界62カ国・地域と120拠点のネットワーク
・事業と地域両軸でのアンテナ

案件の組成
多様な機能を組み合わせ、
実行可能な案件に仕立てる

・プロジェクトチームの組成
・パートナー、コンソーシアムの組成
・統合リスク管理、コーポレート機能

実績と信頼の蓄積
事業実績が

新たな案件機会を生む

・顧客・パートナーへの価値提供
・事業運営を通じた知見の蓄積
・新たな優良案件へのアクセス

事業機会への転換
産業知見と市場変化を

掛け合わせ、事業機会へ転換

・15事業本部の専門性
・地域・産業を超えた知見の融合

案件パイプライン

件数 800件

6兆円＊1

50億円超

投融資案件審議会

1,200億円超＊4

取締役会

150億円以上

経営会議

案件規模
大小

事業本部×地域本部×コーポレートが連携し、
事業性・戦略性・リスク等を多面的に検討

案件形成

・IRR10％以上
（全社共通の最低基準。

案件リスクに応じて、より高い
ハードルレートを設定）

・投融資保証収益率＊2

・リスクリターン比率＊3

希少性

Own Field

事業群戦略

収益貢献タイミング

ハードルレート 戦略性・競争優位

多面的な視点と重層的な検証により案件の質を高める

事業本部
事業・産業知見、事業性・競争戦略

地域本部・ブロック
地域知見・ネットワーク、

市場・規制・
顧客ニーズの理解

コーポレート
財務・経理・リスクマネジ
メント・ロジスティクス・

法務・人材戦略

案件

＊1 中経2029公表時点

＊2 投資額に加え、融資保証案件については保証リスク額も資本投入と見なしてIRR算定に反映させ、要求リターンの充足状況を評価
＊3 事業投資によって得られる利益を、発生するリスク量で除して算出するリスク効率性指標
＊4 2026年4月8日付で、取締役会付議基準を見直し、投融資保証案件の付議基準金額を600億円から1,200億円へ変更

全社ポートフォリオ視点での検証
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 ・ �全投資案件の保有方針確認
 ・ アラート基準の抵触案件の検証

 ・ �Exit方針資産の撤退実効性の確認
 ・ 上場株式の保有意義の検証

投資実行後も、投資先及びパートナーと一体となり企業価値向上に取り組みます。​
進化したミドルゲームを通じて収益力・資本効率の向上を図るとともに、進化させた資産ポートフォリオレビューでは、全投資案件を対象に各事業本部が継続保有方針・資産リサイクル方針のレビューを行います。
その上で、ポートフォリオ管理委員会が全社目線から保有方針の妥当性、継続保有事業の良質化、並びに資産リサイクルの実行性について議論し、創出したキャッシュを次の成長投資へ戦略的に再配分します。

再現性ある価値創出プロセス　「育てる」「展
ひろ

げる」 　─価値向上・資産リサイクル─

事業の良質化 / ミドルゲーム ポートフォリオレビュー/資産リサイクル

ポートフォリオ管理の年間サイクル

 ・ �前期レビュー対象案件のフォローアップ
 ・ �当期の資産ポートフォリオ・レビュー対応方針

期中

期中

期初

期央

期末

 ・ ��資産ポートフォリオ・レビュー結果報告 
（保有方針の妥当性、資産リサイクルの実行性）

資産ポートフォリオ・レビュー

＊1 25/3期末時点、同一事業グループ内の複数案件をグルーピングした件数
＊2 Exit方針となった案件は、その具体的道筋や撤退難易度検証の対象となる

「ミドルゲーム」を推進し基礎収益力を拡大

効率化・ターンアラウンド
収益力・資本効率を改善する

主な取組み 代表事例

 ・ �周辺事業からの収益増
 ・ �赤字事業の見極め・撤退
 ・ �経営組織改革
 ・ �オペレーション改善

Firefly Aerospace
（米国/宇宙事業）
リポジショニング、リサイクル

JIRAU（ブラジル/水力発電）
代替電力調達の最適化

データ活用により高度化したポートフォリオ管理

対象

1,080件＊1

簿価 : 10.2兆円

戦略的資産リサイクル＊2

件数: 約3割、簿価: 約1割

継続保有

5つ
のレビューポイント

・収益性
・戦略性
・事業成長余地
・人材の有効活用
・当社価値貢献

（億円）

上場株式＊�

保有銘柄数
（単体）
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・ 中経2026期間中に55銘柄を売却　・ 上場株式売却により896億円の資金を獲得 

継続的削減
に取り組む

投資キャッシュイン
資産リサイクル益

機動的な
資産リサイクル

投資キャッシュ・イン
��,���

（計画算入済み）

＋

＊1 持分法適用会社を除く一般社外株式。なお、上場連結子会社は保有していない

資産リサイクルの推移と計画

既存事業強化・事業群形成
強みのある事業をさらに伸ばす/次の成長領域を創り事業群を育てる

主な取組み 代表事例

 ・ �成功事例の横展開
 ・ �追加投資（ボルトオン投資）
 ・ �新規ビジネスモデル導入
 ・ �生産量拡大
 ・ �経営資源の再配分
 ・ �周辺領域M&A
 ・ �事業間のシナジー創出
 ・ �データドリブンでの収益改善

三井ガス（ブラジル/ガス配給）
新規M&A・統合・PMI

Cameron LNG（米国/LNG事業）
生産量拡大

Jimblebar（オーストラリア/鉄鉱山）
生産量拡大

三井情報（日本/デジタルインフラ）
データ活用の高度化

Certis Belchim（欧州/農薬）
M&A・統合・PMI

Taylor & Martin
（米国/商用車オークション）
横断シナジーの追求、
データ活用の高度化
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